
～ＦＭ補完放送「エフエムＫＲＹ」の取り組み～

「放送セミナー２０２２in広島」
臨時災害放送局の高度化、ＡＭラジオの現状と今後の展開
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山口放送（株）本社
（周南市公園区）

昭和31. 4 ラジオ開局（株式会社ラジオ山口）

昭和34.10 テレビ開局

平成18.10 地上デジタルテレビ放送開始

平成24. 4 AMラジオ親局予備送信所免許

平成24.10 県内初「予報業務許可」取得

平成27. 7 FM補完放送「エフエムKRY」スタート

平成28. 5 「radiko」インターネット配信開始

令和  3.4 開局65周年

令和 3.8 豊田FM開局（14局目）

※ＦＭ同期放送システム 特許6件取得

テレビ・ＦＭ親局送信所
（防府市大平山）

山口放送の歴史 ～KRYのおいたち～
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⼭⼝県内の⼈⼝分布図

求心性を持つ中心的な都市はなく、
それぞれの特徴を持つ、

複数の中小都市が分散する

県内⼈⼝ 約132万⼈
13市  6町

宇部市
16万1000⼈

⼭⼝市
19万3000⼈

周南市
13万6000⼈

岩国市
12万7000⼈

萩市
4万4000⼈

⻑門市
3万2000⼈

下関市
25万1000⼈

山口県の特徴〜『それぞれの特徴を持つ分散型の都市構造』 

防府市
11万3000⼈

下松市
5万6000⼈

柳井市
3万⼈

美祢市
2万3000⼈

⼭陽⼩野⽥市
5万9000⼈

光市
4万9000⼈
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KRYラジオ（AM）の放送ネットワークのリスク（県内6局）
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FM補完放送「エフエムKRY」整備状況（県内14局）
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◆ 「エフエムＫＲＹ」普及に向けた取り組み

◆ 当社独自のラジオ強靭化対策

◆ エフエムＫＲＹの新たな「挑戦」

◆ 今後の課題

ＦＭ補完放送「エフエムKRY」の取り組み
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�⾳質クリア・デジタルFM同期・災害に強い等
「エフエムKRY」の特徴と効果を最⼤限の活⽤、

「県⺠への地域情報の提供」を確保すために、
「エフエムKRYの利⽤率向上」を目指して強⼒且
つ継続的な「エフエムKRY」のPRを⾏っている。

⬆ 兼営局の強みを活かしたKRYテレビでの日常的なPR

⬆ 「エフエムKRY」の開局イベントでのPR
地域性を重視
したキメの
細かいPR  ➡
（エフエムKRY
開局時に配布）

強⼒ 且つ 継続的なPR

「エフエムKRY」普及に向けた取り組み
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「エフエムKRY」普及に向けた取り組み

テレビメディアでPR

※動画ファイルです
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「エフエムKRY」エリア拡⼤の周知広報とＰＲコンテスト

「エフエムKRY」普及に向けた取り組み

「市報しものせき 令和３年８月号」より「令和３年８月２３日 読売新聞」より
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「エフエムKRY」PRコンテスト収録状況

� ⼊賞は３作品、KRYで社内審査員で厳密に審査
� 最優秀１点（Amazonギフト券50,000円分）、
� 優 秀２点（マルキュウ・アルク商品券 10,000円分）

「エフエムKRY」普及に向けた取り組み
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「エフエムKRY」普及に向けた取り組み

The future of Radio
～こんなラジオもありじゃない？～

「エフエムKRY」開局５周年記念特別企画新たな番組作りにチャレンジ
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「エフエムKRY」普及に向けた取り組み

新たな番組作りにチャレンジ

※動画ファイルです
(YouTubeより）
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◆2017年9⽉23日「エフエムKRY」開局2周年記念特番

・AM/FMラジオの特徴と、FM同期放送について

◆2020年3⽉1日 特別番組「⺠放ラジオの日を前にラジオで遊ぼうスペシャル」

 ・臨時災害放送局と災害時のラジオの役割について

◆2020年10⽉10日特別番組「THE FUTURE OF RADIO」

 ・「エフエムKRY」とradikoについて

◆2021年3⽉6日 特別番組「お⽿がきゅんです︕ラジオで前向きスペシャル」

 ・⼭⼝放送ラジオの防災・減災への取り組みについて

◆2021年10⽉9日「エフエムKRY」開局６周年記念特別番組「あっぱれ︕ラジオｄｅ気分アゲアゲ↑スペシャル」

 ・各⾃治体が取り組んでいる防災ラジオを実機とともに説明。

 

 

 

「エフエムKRY」普及に向けた取り組み

特別番組内でラジオの役割などを説明
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「エフエムKRY」普及に向けた取り組み

夏の恒例⾏事として、夏休み親⼦⼿作りラジオ教室を⼭⼝放送本社で開催。
世界で一つのオリジナルラジオを親⼦で⼿作りし、完成後は実際にラジオを聴くことで、ラジオ放送について学び、
夏休みの思い出としてもらう。

親⼦でラジオにふれあうイベント
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ＦＭ開局に伴い番組への参加者が増え、徐々に
地域間聴取格差が解消されている

• ＦＭの音質はやはり良いですね。懐かしい曲をリ

クエストしたくなります。

• 私はトラックドライバーをしていて毎日セメント工

場に行っています。ＡＭだと工場内では聴き辛

いことがありましたが、ＦＭではクリアに聴けま

す。

• ＡＭと番組内容は同じですが、音質でこれだけ印象

が違うかという思いです。

• 萩から山口まで通勤していますが、チューニングを

変えずにクリアな音でずっと聴けるようになりました。

• ＦＭ開局待ってました。毎日家事をしながら、畑仕

事をしながら聴いています。ラジオは「手」と 「目」が

空くので作業がはかどります。

画像はイメージです

柳井市
1

29

萩市

37

77

⻑門市

10

40

美祢市

1

42 2015年7⽉

2016年10⽉

スタート以前

スタート以降

「エフエムKRY」開局以降、リスナーからの反応は急増

「エフエムKRY」スタート前とスタート後に、
同条件でプレゼント企画を⾏い、その
応募数を開局した地域ごとに集計

「エフエムKRY」普及に向けた取り組み
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同期放送とは・複数の局で同じ周波数を使⽤して放送する⽅式

図②

当社独自のラジオ強靭化対策

従来のFM同期放送の課題とデジタル同期

� 同期放送を導⼊する場合は、『⼲渉エリア』
回避するため、『FM局同⼠（親局と中継局）の
距離を保ちながら』設置することが必須とな
り、結果、電波の届かないエリアが発⽣

� 同じ周波数が重なるエリア『⼲渉エリア』
では「雑⾳が発⽣し聴こえ⾟くなる」 図①

電波
⼲渉エリア
雑⾳が発⽣し

聴こえ⾟くなる

図①

局同⼠の距離を離し、⼲渉エリアを回避

電波の届かない
エリア

図②

図③
電波

⼲渉エリア
クリアに
聴取可能

電波
⼲渉エリア

クリアに
聴取可能

デジタル同期放送
開発

同一周波数
エリア拡⼤ 移動聴取時の

ユーザーの

利便性

限られた
周波数の
有効利⽤

全国レベル
     でのFM補完局

置局数増⼤

新たに開発したデジタル同期放送システム＝
１．物理的性能の同一性
２．時間的同期性
を併せ持つ「デジタルFM変調器」を開発し、
『同一電波による⼲渉エリア
でも、クリアなFM放送の聴取』
が実現︕

GPS/GNSS衛星

デジタル
送信機

図③

デジタル同期放送の実現

※デジタル同期放送システム・・NHKテクノロジーズ、日本通信機、⼭⼝放送の共同開発
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当社独自のラジオ強靭化対策

FM補完放送「エフエムKRY」整備状況（県内14局）
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・ 同期放送のエリアの状況を詳細に把握
２つの送信所からの放送波が重なる受信点（等電界エリア）において干渉する放送波

の遅延時間差を100万分の1秒単位で測定。

・ PSER測定法を考案
FMラジオの音質を客観的に数値化することに成功し、通常のFM放送波で音声品質

を測定する「ＰＳＥＲ測定法」を考案

FMラジオ測定器「SFNフィールドアナライザ」開発

当社独自のラジオ強靭化対策
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山口県下松市内 駐車場

パイロット信号のコンスタレーションと
スペクトラム波形

山口局

柳井局

※PSER測定法は、FM放送エリア全域の品質管理にも使用できます。上記検証はカーチューナーに入力している標準アンテナをSFNフィールド
アナライザに入力しPSER測定をしています。
スタート後、約20秒後に少し車を移動しただけでPSER値とともに音声品質が向上する状況を確認してもらえると思います。受信レベルの変動
は小さいですが、PSER値は約15dBから約35dBまで変化し、音声品質もPSER値に比例して向上しています。
受信レベルでは音声品質までは管理できませんでしたが、PSER測定法では客観的に音質品質の管理ができるようになりました。

PSER値 約15dB  → 約35dB
主観評価   2  →  3⁺

「ＰＳＥＲ測定法」エリア検証事例（⼭⼝県下松市）

当社独自のラジオ強靭化対策
※動画ファイルです
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エフエムＫＲＹの新たな「挑戦」

＜豊北FM実験局＞
D/U=－20dB～－30dB（約100～1000倍）でも

送信波の回り込み波をキャンセル

＜豊田FM局＞
D/U≧0dBにおける外国波等の混信波をキャンセルし、

放送波の受信品質を改善

(※地上デジタル放送の干渉除去装置と同等以上の性能）

豊⽥FM局86.4MHz
（20W）

希望波（D）
92.3MHz

外国波による混信波（U）
92.3MHz

希望波（D）
86.4MHz

回り込み波（⼲渉波︓U）
86.4MHz

下関FM局92.3MHz
（100w)

⻑門FM局86.4MHz
(20W)

豊北FM実験局
86.4MHz（20W）

豊北FM実験局（ＦＭ回り込みキャンセラー）と豊⽥FM局（混信波除去装置）
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送信アンテナ

・中継装置

・回り込みキャンセ
ラー
・電源

FM中継装置

吹き込み

回り込み

受信アンテナ

「回り込みキャンセル機能」を使⽤したトンネル再送信

「回り込みキャンセル機能付き、⾼機能FM中継装置」を活⽤しトンネル内再送信の検証を予定。

エフエムＫＲＹの新たな「挑戦」
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エフエムＫＲＹの新たな「挑戦」

「回り込みキャンセル機能」を活⽤した今後の展開
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日本の独自衛星「みちびき」のＷＥＢサイトに掲載
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「エフエムKRY」と今後の⺠放経営への影響

影響
①

影響
②

AM送信費⽤ 「エフエムKRY」送信費⽤

維持費

設備費⽤

維持費

設備費⽤

番組伝送費⽤

⼆重コスト

番組伝送費⽤

設備整備
初期費⽤

今後のAM送信設備更新
コスト

�「AM放送維持費」に加えての「エ
フエムKRY維持費」の⼆重コスト、
そして新たな「エフエムKRY」送
信設備初期費⽤は⺠放経営に影響。

�今後、AM設備の⽼朽化が進み「送
信機を中心としたAM送信設備の更
新費⽤」も⺠放経営に影響。

�当社は「地域情報の担い⼿」とし
てラジオ放送を存続する為にも
「エフエムKRY」の拡⼤を図り、
近い将来、FM転換を実現したい。

今後の課題
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最後に

山口放送のＦＭ補完放送「エフエムＫＲＹ」

は、その「周知活動」など、継続的に対処す

る課題はあるものの、２０１５年から開始した、

デジタル同期放送は「山口発、電波維新」と

して着実に進化し、県民リスナーに歓迎され、

新たな、そして強力な放送メディア に成長し

うるとの手応えを得ております。

山口放送は２０２８年を待たずに一部の中

継局でＡＭ放送の停波に向けた実証実験の

準備を進めており、今後も、県民リスナーに

信頼され親しまれる番組を制作することを念

頭に置きながら、引き続き「地域情報の担い

手」として、「山口県民に寄り添うラジオ局」と

しての責務を果たしてまいります。

ご清聴ありがとうございました。


